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【１】期 間  2019.11.18～11.22 

 

【２】担当教員（◎は主責任者） 

  コース責任者 ◎渡部広明（教授, Acute Care Surgery 講座） 

  コース主任   比良英司（講師，高度外傷センター） 

  担当講座：Acute Care Surgery 講座 

 

【３】一般目標［GIO（General Instructive Objective）］ 

  ○Acute Care Surgery の専門性を理解し，治療戦略について説明できる 

   １． 外傷初期診療における Primary survey, Secondary survey を理解し説明できる 

   ２． ダメージコントロール戦略を理解し，説明できる 

   ３． 多発外傷の治療戦略を立案できる 

   ４.  外傷外科手術の必要性を理解し，説明できる 

   ５． 外傷治療における IVR の役割を理解する 

   ６． 災害医療と DMAT の役割について理解する 

   ７． 救急外科治療について理解し，説明できる 

   ８． Acute Care Surgery における外科的集中治療の重要性を理解する 

   ９． Non-technical skill を理解する 

  

【４】総合評価 

   その週の学習効果を筆記試験で評価する. 総合評価には試験成績以外に，チューターに

よる評価も考慮する。 

 

【５】参考図書（◎は購入推薦図書，他は図書館にも備えてあります） 

  ◎１． 外傷初期診療ガイドライン JATEC 改訂第５版．日本外傷学会， 

日本救急医学会監修．へるす出版．2016 

     ２． 外傷専門診療ガイドライン JETEC 日本外傷学会監修．へるす出版．2013 

   ３． Trauma, Seventh Edition. Kenneth L Mattox､ Ernest E. Moore. McGraw-Hill. 

2012 

  ◎４． 標準救急医学．第 5版 日本救急医学会監修 医学書院.2013 

  ５． 外傷外科治療戦略（SSTT）コース公式テキストブック第2版 渡部広明，松岡哲也  

     へるす出版．2018 

  ６． JPTECガイドブック 改訂第２版．JPTEC協議会編著．へるす出版．2015 

７． 外傷外科手術スタンダード 日本 Acute Care Surgery学会編集．羊土社．2012 

８． DSTC外傷外科手術マニュアル 日本 Acute Care Surgery 学会， 

   日本外傷学会監訳．医学書院．2016 

   ９． 急性腹症診療ガイドライン 2015 急性腹症診療ガイドライン出版委員会． 

      医学書院．2015  

   １０.MIMMS大事故災害への医療対応 第３版 MIMMS 日本委員会．永井書店．2013 

   １１.DMAT標準テキスト 改訂第２版 日本集団災害医学会．へるす出版．2015 

 

 

【6】局所解剖  なし 


